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実験には、胎生後期（14.5日）のマウス終脳より神経幹細胞 (NPCs) 、および神経幹細胞にleukemia inhibitory factor
（LIF）を加えてアストロサイトへ分化誘導した細胞 (LIF+) およびLIFを添加せずに培養した細胞 (LIF-) を調製した。






同定した13の遺伝子の中から、神経系での重要な役割を指摘されている5遺伝子 (Ogn, Osmr, Ecrg4, A2m, Gab1) を選出し、
定量的RT-PCR法にて、これらの遺伝子の発現量がLIF+で増加していることを確認した。さらにGfapと5遺伝子それぞれ
に対しDNA fluorescence in situ hybridization (FISH)を施行し、5つ全ての遺伝子がLIF+で特異的にGfapと会合しているこ
とを確認した。一方、陰性コントロール遺伝子AhnakとNme8ではそのような変化は認められなかった。 
 現在は会合の意義および機構を明らかにするため、上記5遺伝子のうちOsmrに注目して解析を進めている。OsmrはLIF




同様に72時間後に増加していた。会合が転写に与える影響を検討する目的で、Gfap の転写産物に対するRNA FISH と
GfapとOsmrに対するDNA FISHを同時に施行したところ、Osmrと会合しているGfapアリルの方が会合していないアリル
よりも、mRNAを発現している頻度が有意に高かった (論文準備中)。 
 以上より、アストロサイト分化過程でGfapと会合する遺伝子が明らかになった。また、少なくともその一部の会合は、
転写活性と関連している可能性が示唆された。現在、会合の分子機構について更に検討中である。 
 
